
令和４年度 学校評価一覧表① 桐生市立広沢小学校 様式１

羅 針 盤 方 策 自己評価（総括評価）

評 価 対 象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 ◎ R４の重点課題 自己評価 改 善 策

Ⅰ 保護者と連携 １ 学校は、保護者への連 ①「学校や子どもの成長の様子がわかる」と ・電話、家庭訪問、連絡帳等による連絡 ・通信等での連絡やふれあいメールでのお知らせ等により、保護者に伝えるべき連絡を徹底することができた。ふれあ

を図りながら教 絡をきめ細かく行ってい 答える保護者が８０％以上である。 及び学校通信や学年、学級便りによる Ａ いメールについては、登録有無等の確認をしたことにより各家庭に応じた対応を確認することができた。また、不審者

育をすすめてい ますか。 職員 保護者 児童 情報公開の充実 への対応やコロナウイルス感染症対策等緊急性を伴うことにも対応できた。今後も保護者に寄り添った情報公開に努め

ますか。 100% 98% 92.5% （９６％）る。

２ 学校は、保護者が学校 ②授業参観に出席している保護者が８０％以 ・授業参観日や懇談内容等の家庭への早 ・学級・学年懇談会の内容は充実することはもちろんであるが、保護者同士の情報交換を望んでいる声も聞かれるので、

を理解したり、協力した 上である。 期の連絡（保護者のニーズに応えた内 Ａ 引き続き保護者のニーズに応えた内容になるよう努めていく。

りしやすい環境をつくっ 97.2% (93.6%) 容）と、懇談会内容の充実 （９６％）

ていますか。 ③質問や相談にきちんと対応していると感じ ・職員の専門職としてのモラルの高揚 ・保護者から質問や相談があった場合は、その内容に応じてＳＣにつなげたり、管理職に報告したりし、今後も組織的

ている保護者が８０％以上である。 （報告、連絡、相談による協力体制や Ａ な対応を行っていく。

組織的対応の充実。）

96.1% 98.8% 97.5% ・質問等で相手への回答の励行 （９７％）

Ⅱ 児童は｢確か ３ 学校の授業は、わかる ④｢授業がわかる｣と答える子どもが８０％以 ・5.6 年教科担当制及び理科、音楽（3 ・来年度も５・６年の教科担任制等を行うことにより、教材研究の時間の確保と質の高い指導を継続していく。また、

な学力｣を身に 授業となっていますか。 上である。 年以上）の専門的でわかりやすい指導 Ａ ６年の英語については、中学校からの兼務教員の指導により、小中の学習の継続性を図っていく。

付けています ・体験的な学習や課題解決的な学習を取

か。 96.2% 95.6% 97.4% り入れた授業展開の工夫 （９６％）

４ 学習したり読書したり ⑤家庭での学習や読書を、１日あたりの目標 ・望ましい授業態度の指導徹底 ・クロームブック持ち帰り等で、家庭で自主的な調べ学習を促す声かけをしていく。

する習慣が児童に育って 時間以上（1.2年３０分、3.4年４０分、5.6 ・「家庭学習の手引き」の周知、活用 Ｃ ・読書については図書担当の工夫によって学級で借りる日が決まり、担任の働きがけにより本を借りる習慣がついてき

いますか。 年６０分以上）行っている子どもが８０％ ・発達段階に応じた「読んでおきたい図 た。引き続き工夫していく。

以上である。 書」情報の提供 （７７％）・学習の仕方や授業態度の共通理解を図り、学習に集中できるよう環境を整えてきた。引き続き、児童一人一人が集中

84.6% ★ 72.9% ★ 74.5% し lllllて学習に取り組めるように共通実践していきたい。
Ⅲ 児童に基本的 ５ すすんであいさつした ⑥すすんであいさつできる子どもが９０％以 ・職員の率先垂範 ・教職員が積極的に子どもや大人に対して挨拶をしていき、教員の方から積極的に元気に挨拶をするよう心がける。

な生活習慣を身 り、はっきり受け答えし 上である。 ・委員会児童によるあいさつ運動 ・あいさつのしかた、返事のしかた等を各学級で指導していく。児童にあいさつ、受け答えがちゃんとできたら気持ち

に付けさせ、｢豊 たりできる児童が育って ・道徳や学活の時間を中心とした「あい Ｃ いい、ほめられてうれしい等、メリットを感じられる機会を作っていく。

かな心｣をはぐ いますか。 さつの意義」の指導 ・生活安全委員会が中心となって、朝の「あいさつ運動」を継続して行っていくとともに、代表委員会やクラス、学年

くんでいます ・懇談会や通信等による家庭へのあいさ （８５％） で、「あいさつ運動」を年１回行ったり、朝以外、帰りに玄関に立つなど、工夫していく。

か。 ★ 80.7% ★ 81.3% 95.5% つ励行意識の啓発、あいさつ週間 ・廊下などですれちがったときにあいさつをするようよびかけ、日々の学校全体の教育活動の中であいさつや、受け答

えについて指導を継続していく。

・元気なあいさつができたクラスを放送で流す等を引き続き行い、意識を高めていく。

・授業で発言するときにみんなに届く声で話すよう指導し、本読みの宿題を徹底させたり、本読みをする機会を与えた

りして、自信をもった受け答えができるようにしていく。

６ いじめのない温かな人 ⑦相手の立場や気持ちを考えた、親切な言動 ・相手の立場や気持ちを考えた言動ので ・いじめ事案等緊急性のある場合は随時会議を行ったり、必要に応じて情報共有したりする。今年度、行事の精選を行

間関係が育っています がとれる子どもが８０％以上である。 きる心の育成 Ａ ったことで、児童とのふれ合う時間や職員同志の情報共有など、機を逸しない対応ができた。今後も組織的に対応でき

か。 ・生徒指導委員会を中心とした問題把握 るよう時間を確保したり、情報交換を密にしたりしていく。

と事後指導及び未然防止の指導と対応 （９６％）・人権週間やいじめ防止月間、道徳と学活の授業を通して、意図的・計画的に人権教育を進めていく。

93.6% 98.8% ・ＱＵの結果を生かした学級経営の充実

⑧自分のクラスを好きだと言っている子ども ・互いに目を見てあいさつ、話ができる

が９０％以上である。 態度の育成 Ａ

・自己有用感、充実感の向上を図る学級

96.2% 96.1% 91% 経営 （９４％）

７ 学校や家庭での自分の ⑨学校や家庭で自分の役割を果たしている子 ・率先垂範による清掃指導の徹底 ・自分の役割を果たしている児童を積極的に認めていく。児童同士が互いに声を掛け合う関係づくりに努め、教員の指

役割を果たしています どもが９０％以上である。 ・学級や家庭で役割を持たせ、奉仕の心 Ｂ 示を待たずに、「自分から動く」「助け合う」意識をつくっていく。

か。 を大切にした生活実践 ・長期休みの前の通信などで、宿題の一つにお手伝いを入れたり、家庭の日の宿題に「進んで家のお手伝いをする」

（９２％） を取り入れていく。

★ 88.4% 94.1% 94.4% ・係や当番活動に積極的に取り組めるよう、係カードを作成するときに仕事内容を子どもたちに考えさせていく。

・日頃から、係活動のがんばりをほめて、一人一人の役割の重要性を児童に感じさせるような声かけを続けていく。

・高学年の家庭科学習で洗濯や料理など家庭での役割を意識しながら行い、家庭での実践へとつなげ、その役割の常態

化へとつなげる単元を計画していく。

Ⅳ 児童の健康づ ８ 規則正しい生活をして ⑩食事や睡眠の意味と役割を理解し、規則正 ・食育や生活習慣づくりの指導の充実 ・保健だよりで健康づくりの大切さを伝えていくとともに、学級活動での指導を計画的に行っていく。その状況を通信

くりに努めてい いる児童が育っています しい生活をしている子どもが８０％以上で ・｢生活安全目標｣をもとにした、個々の Ａ 等で保護者にも知らせ、家庭と連携を図っていく。

ますか。 か。 ある。 PDCAサイクルの実施
92.3% 93.7% 96.3% ・家庭での生活習慣の形成と充実 （９４％）

９ 日常的に運動に取り組 ⑪からだを動かして遊んだり運動したりして ・休み時間における外遊びや運動の励行 ・肥満指導と関連付けながら指導を行うことで、基本的な生活習慣の改善を促していく。

めるよう、時間や場など いる子どもが８０％以上である。 ・朝の運動の充実 Ａ ・朝の運動の指導内容及び計画を見直し、計画的に体力作りが行われるように努める。

の環境を整えていますか ・遊具の充実

100% 82.9% 91.6% （９１％）

Ⅴ 児童の安全確 10 学校施設の安全管理を ⑫防犯や避難、救護などを想定したシミュレ ・避難訓練等、学期１回以上の実施 ・日々の安全指導について共通理解を図り強化するとともに、実施した避難訓練等の反省を生かし、各関係機関等との

保に努めていま 徹底していますか。 ーションを学期１回以上実施し、安全（危 ・定期的安全点検の励行 Ａ 連携を密にとりながら実践的な危機管理体制を整えていく。

すか。 機）管理マニュアルの見直しを図っている。 ・交通安全教室、年２回の実施

96.2% (98%) (99.5%) （９６％）

11 通学時の安全対策をと ⑬事故の発生原因を理解し、正しい歩行の仕 ・ＰＴＡ生活指導部との連携及び職員に ・今後もスクールゾーン対策委員会で検討された内容等をＰＴＡ生活指導部と共有し、家庭に啓発することで、安全対

っていますか。 方や自転車の乗り方ができる子どもが９０ よる交通安全指導の徹底 Ａ 策の徹底を図る。



％以上である。

97.6% 98.9% （９７％）

⑭通学路の危険箇所について子どもと話し合 ・ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ対策委員会、教職員による通 ・地区別児童集会等の行事を有効に活用し、通学路の危険箇所を実際に確認したり、交通ルールも含めて児童に指導し

ったり確認し合ったりして、緊急時の対応 学路の危険箇所の見直しと改善充実 Ｂ たりしていく。

がとられている家庭が９０％以上である。 ・地区児童会の活動内容の充実

96.2% (96%) ★ 89.2% (98.9%) （９２％）

Ⅵ 児童に将来へ 12 児童が自らの将来につ ⑮子どものよいところを認め、励ますよう努 ・連絡帳等を活用した児童のよさの情報 家庭の日の課題で、将来について児童はよく考えていたので、年度始めや終わりにも取り組んでいく。

の夢や希望をは いて考えるように育って めている保護者が８０％以上である。 提供、認める心や態度の醸成 Ａ ・「将来」とは、子どもたちが社会に出て、独り立ちし、たくましく生きていく頃を想定する。そのために義務教育の

ぐくんでいます いますか。 84.6% 97.2% 86.3% ９年間、小学校の６年間で何が必要なのか。キャリア形成と自己実現を図っていく。

か。 （８９％）

13 児童は将来の夢や希望 ⑯将来の夢や希望する進路について家の人と ・保護者会や学校、学年便りを通しての ・道徳やキャリア教育と関連しながら、自己を見つめたり、将来について考えたりする指導を中学校と連携し、継続的

をもっていますか。 話し合っている子どもが８０％以上であ 進路指導の伝達 Ａ に行っていく。

る。 ・特活、道徳を中心に児童の将来や進路

88.5% 94.4% 84.6% について考えるキャリア教育の充実 （８９％）

Ⅶ 児童に地域を 14 学校は地域について学 ⑰地域について学習する機会があり、地域を ・生活科や総合的な学習の時間、社会科 ・生活科や総合的な学習の時間、社会科を中心として、社会に開かれた教育課程を構築し、実践していく。また、地域

理解し、愛する 習する機会をもっていま 理解し地域に親しみを感じている子どもが の授業での地域の取り上げと、学習の Ａ と連携しながら、行事に参加するよう児童や家庭に啓発していく。

心をはぐくんで すか。 ８０％以上である。 機会の設定

いますか。 92.3% 91.6% 95.5% ・地域行事の紹介と積極的な参加の啓発 （９３％）

Ⅷ 目指す児童像 15 目指す児童像に迫るた ⑱学校評価の各項目と担当している校務分掌 ・担当している校務分掌のねらいや内 ・一人一人が各分掌で把握した課題等を、職員が共有し、解決に向け実践できるよう態勢づくりを強化していく。

の育成に向けた めの手だてを考え、実践 を関連付けて実践し、成果や課題を明らか 容、方法の明確化と実践、評価 Ａ

組織を編成し、 していますか。 92.3% にしている。 （９２％）

円滑に運営して 16 組織の一員として協働 ⑲一人一人の職員が立案した企画書の理解に ・校務遂行にあたっての企画立案、理解、 ・お互いに報告・連絡・相談を行うことで、職員同士で共通理解ができ、協力しながら対応することができた。今後も

いますか。 参画していますか。 努め、自分の役割を明確にし、適切に実践 検討の場の確保 Ａ 自分の役割をしっかりと行いつつ、協働態勢が確立できるよう整えていく。

100% している。 ・学校経営参画の意識や協働態勢の確立 （100％）


